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インターネットでも大野中公民館情報を掲載 
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館報おおのなか ２４５号 

令和５年３月３１日 

２４５号 

 発行：大野中公民館  相模原市南区古淵３丁目２１－１  電話：042-746-6600 

編集：大野中公民館広報委員会  館区内の人口と世帯 ３月１日現在 人口：20,257人 世帯数：9,769世帯 

 ２年連続で Web 開催となっていた公

民館まつりがリアルワールドに帰ってき

ました！ 

 １２月１０・１１日の２日間、ステー

ジ発表と作品展示部門に参加した団体

は、３年ぶりに活動発表の場を得て、喜

びにあふれていました。 

 次年度は模擬店も含め、例年どおりの

スタイルで開催できることを祈ります！ 

なかマジック 木曜ダンススポーツ カレンジュラズ・ギター・サークル 

横倉貞子さん（粘土作品） 

レモングラス（ガラスアート）↑↓ 

上東 弘さん 

わくわく Jr.音楽隊 

相模GreenEnsemble 

３年ぶり 

大野中公民館まつり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの 昨年度の倍以上となる７６作品の応募がありました。来館者による

一般投票には６８票が集まり、審査の結果、９作品が入賞となりまし

た。全作品はホームページで公開しているので、ぜひご覧ください。 年賀状展覧会 

昨年１１月１９日、大盛況のうちに終了した「ふれあいコンサート」に 

出演していただいた浅尾真実さん。（館報おおのなか２４４号参照） 

終演後の楽屋でインタビューを敢行！お疲れの中、終始笑顔（爆笑？） 

で答えてくださいました。 

公：長く音楽をやってらっしゃいますが、初めて楽器に触れたのは 

何歳からだったんでしょうか。 

浅：幼児教室でエレクトーンを触ったのが初めてです。フルートは 

小1から始めました。母とよくコンサートに行っていたので、 

その影響もありフルートを始めたという感じですね。 

公：今日はアンサンブルでしたが、ソロでの演奏はしますか。 

浅：ソロは好みじゃないですね。自分が和音の中に存在していたいから。フルートってメロディを奏でる楽器だから 

旋律しかないじゃないですか。だから和音の中にいたくなるみたい。 

 公：ステージに立つ時に心掛けていることは？ 

浅：曲ごとの世界観。例えば見える景色とか言葉で説明できない 

もの。自分が想像していれば、きっと伝わるものがあると思っ 

て吹いてますね。自分と同じことではなくても「なにか」を 

持って帰ってもらえればいいなと思っています。 

公：休日はどんな感じで過ごしているんでしょうか。 

浅：休日はないですね(笑) 次の出演に向けた練習になっちゃいま 

す。本当に休みたいと思った時は温泉に行く！ 

草津が好き！あとは白骨（しらほね）とか乗鞍（のりくら）と 

か、白いお湯の温泉が好き！温泉から出たら、飲んで、温泉 

入って、飲んで、温泉入っての繰り返しです(爆笑) 私の休日 

はそれですね(笑) 

公：ずばり、浅尾さんにとってフルートとは？ 

浅：生きている意味・・・かな。人と関わる術にもなっています。 

  吹いていない時は自分じゃない感じ。 

フルートが自分の全てであり命そのものなんです！ 

公民館長賞 笹木 美玖さん 

 

金子 黎美さん 

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
長
賞 

学校長賞（３作品） 

和泉 ひよりさん 

千葉 風花さん 

小宮山 あかりさん 

フルート奏者 

浅尾真実の 
 

等身大ポスターの前でご機嫌な真実さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お飾りづくり教室 

忠生公園ろう梅鑑賞ウォーク 

１２月２４日に青少年部主催で恒例の「お飾り

づくり教室」が開催されました。 

大野中地区には「えび飾り」という海老の形をし

たお正月飾りが古くから受け継がれています。 

地域の農家からいただいた藁、本物のだいだい

やゆずり葉を使い、７組の親子が挑戦！ 

初めて作る参加者がほとんどで、藁の三つ編み

に難儀しましたが、立派なお飾りが完成しました。 

参加者からは「おもしろかった、お家に飾りた

い」「きれいに作れてうれしい、また作りたい」な

どの声が聞かれました。自分が作ったお飾りで迎

えたお正月は、特別なものとなったことでしょう。 

健康づくり普及員との共催事業「みんなＤＥ歩こ！」。 

今年最初のウォーキングは、１月１３日に町田市にある忠 

生公園へ行ってきました。 

公園にはろう梅苑があり、素心（そしん）や、満月（まん 

げつ）など約８０本のろう梅が植えられています。 

この日は快晴に恵まれ、ろう梅もちょうど見頃！ 

ろう細工のような可愛くて黄色い花から漂う甘い香りの

中、参加者は晴れ渡った空とのコントラストが綺麗なろう梅

に向けて、さかんにシャッターを切っていました。 

ファミリーバドミントン＆ニュースポーツ体験会 

体育部のこの事業は２

月１９日、大野小学校体

育館に３９名の参加者を

集めて実施。ニュースポ

ーツとして話題のボッチ

ャとモルックは、初めて

プレイする参加者も多く

大好評でした。大人から

子供までリピーターが続

出しそうです！ 

各地で年始イベントが開催される！ 地域の話題 

複数の自治会で年末年始の恒例行事が実施されるようにな

ってきました。その中から鵜野森自治会の模様をレポ！ 

お正月明けの１月８日に鵜野森自治会主催の恒例事業「どん

ど焼き」が、鵜野森日枝神社の境内をお借りして、コロナ禍にも

負けず今年も開催されました。   

参加者は「家内安全」や「コロナ退散」を願って、お団子を三

又棒に刺し焼き上げていました。今年は穏やかな天気にも恵ま

れ、お団子の味も一段とおいしかったです。  

       

       

話題のモルック！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館報おおのなか ２４５号 

✑ ✑ ✑  ✑ ✑ ✑ 

毎年転入の方が増えている大野中公民館地区。新しい人も 

事業に参加しやすくなるよう、地域の人たちやサークルにも 

スポットを当てた企画の他、「地域の元気」をたくさん発信し 

ていきたいと思います。（荒井） 

  

  

  

 

・一生、山に登るための体づくり 

何歳からでも始められる筋トレ・ストレッチ 

石田 良恵/マイナビ出版 

歩くことができれば何歳でも続けられる 

山登り。日々の体づくりのための栄養補給、登山後のアフ 

ターケアなどを解説する。 

・はじめてのナチュラルドライフラワー 吉本 博美/家の光協会 

生花そのままの姿と色合いをキープできる、 

画期的な方法を紹介。 

・ムラヨシマサユキのスコーンBOOK 

ムラヨシ マサユキ/グラフィック社 

ベーシックなクラシックスコーンはもちろん、ほろっふわ、 

みっしり、ザクふわなど食感別のスコーンを楽しめる。 

利用団体協議会は昨年１２月３日、大掃

除を 3 年ぶり実施！２９団体から３８名

のみなさんにご協力いただき、公民館まつ

りの１週間前に館内がピカピカに。 

ありがとうございました！ 

・世界一やばい西洋絵画の見方入門 

山田 五郎/宝島社 

 西洋美術史の大まかな流れがわかるように、 

それぞれの画家が活動した時期を年代順に 

並べなおして構成。 

相模原市公民館連

絡協議会において、

体育部員を１５年

間務めていただい

た田中邦夫さんが

表彰されました。お

めでとうございま

す！ 

公
民
館
の
話
題 

昨年12月から工

事をしていた、エレ

ベーターの取替え工

事が終わりました。 

長らくご不便をお

掛けしていました

が、安全性も快適性

も一段と向上しての

復活です。 

扉もシックなアヅ

キ色。短い距離です

が最新の移動空間を

お楽しみください。 


